
令和 6 年度の研究（または活動）内容 

 

地域経済研究所（以下「本研究所」という）は、令和 6 年度（2024 年度）に、東北工業大学プロジェクト

研究所として設立 3 年目を迎えました。本研究所の目的は、地域・地場産業振興研究拠点として、地域

経済の活性化に資することと中小企業の経営支援活動と地域産業の振興にあります。本研究所のユニ

ークな特徴としては、宮城県中小企業家同友会と密接に連携しながら、中小企業の経営実態の調査や

産業振興、さらに、脱炭素経営および SDGs 経営に係る啓蒙活動にあります。 

令和 6 年度（2024 年度）の活動では、本学の地域連携センターの協力のもとで、令和 6 年度みやぎ県

民大学の講座「地域経済の活性化に向けた考察（4 回シリーズ）」を、10 月 1 日、8 日、16 日、30 日の 15

時～17 時に、本学一番町ロビー2 階において開催しました。このなかで、今年度のゲストスピーカーとし

て、森民酒造本家 6 代目店主の森徳英氏には「技術・価値の継承」を、七十七ヒューマンデザイン株式会

社代表取締役の庄司大志氏には「人と企業、人と人とのマッチング」を、それぞれ講演してもらい、地域経

済の活性化に資する取り組みを説明してもらいました。このうち、第 2 回目の講座を担当された森徳英氏

による講座について、tbc 放送による取材があり、当日の夕方および翌日の朝に講座の様子がテレビ放

映されました。最終的な講座の参加者数は、総計で 30 名（男性 22 名、女性 8 名）となり、一定の支持を

得られたものと理解しております。 

 

【2024 年度の活動実績：チラシ・ポスター】 

 

令和 6 年度みやぎ県民大学   

 


